
海外安全対策情報（令和3年 7月～9月） 

 

１ 社会・治安情勢  

ベラルーシの情勢は、おおむね落ち着いていますが、昨年8月に実施された大統領選挙以

降、数か月にわたって各地で抗議活動が行われました。抗議活動参加者と治安部隊の衝突

により、多数の集会参加者等が拘束され、死傷者も発生しました。現在も散発的にインタ

ーネット等で抗議活動が呼びかけられており、治安当局の取締りが行われています。ベラ

ルーシに滞在中の方は、常に報道等により最新情報の入手に努めるとともに、抗議活動が

行われている場所や群衆が集まる場所には近づかない、外出時は旅券等身分証明書を所持

するなど、十分注意してください。 

 

２ 一般犯罪・凶悪犯罪の傾向  

（１）ベラルーシ共和国内務省が発表した犯罪統計によれば、2021年1月1日から9月30日ま

でのベラルーシにおける犯罪総数は64,909件で、前年同期と比較し1.4％増加しています。

主な犯罪の内訳は以下のとおりです。 

 

ア 窃盗                18,497件（前年比9.5％減）  

（うち住宅対象侵入窃盗）5,388件（同8.8%減）  

イ 公然窃盗               974件（同0.7％増）  

ウ 恐喝                   237件（同17.7％減）  

エ 詐欺                 3,315件（同10.7％増）  

オ 暴力犯罪             2,948件（同2.9％増）  

カ 殺人及び殺人未遂       227件（同2.2％減）  

キ 重傷傷害               532件（同9.8％減）  

ク 強盗                    65件（同7.1％減）  

ケ 強姦及び強姦未遂        64件（同18.5％増）  

 

（２）邦人被害事案は報告されていません。  

 

（３） 2021年 7月～9月における主な事案は以下のとおりです（当地の報道から作成）。 

 

ア 7月 7日ヴィテプスク市、泥酔状態の住民は、深夜のクラブを訪れた後、商業施設へ現

れると、商品棚や家具を破壊する行動を取った。被害額は約 4,000 ベラルーシルーブルだ

った。 

 

イ 7月 20日ミンスク市、25歳のＣＩＳ国籍男性が麻薬所持のため逮捕された。男のリュ



ックサックから 1kg を超えるメフェドロン(注：違法薬物)が発見された。その後の捜査に

より、郊外の森に合計 0,4kg を超えるα-PVP(注：違法薬物)の隠し場所が発見された。こ

の男は、ベラルーシの大学に通う学生だった。 

 

ウ 7月 27日グロドノ州オシュミャニ市、35歳男性は、車内クリーニングのために預けら

れた自動車で、所有者の承諾無しに市中を飲酒運転した。車両は警察によって止められ、

男性の呼気からは 0.22パーセントのアルコールが検出された。 

 

エ 8 月 23 日ヴィテプスク州オルシャ市、路線バスの窓に向け、住民によりエアガンが発

砲された。警察の捜査によって、犯人は 18歳の住民であることが明らかになった。 

 

オ 9 月 7 日ミンスク州チェルヴェニ市、24 歳の食料品店店員がサイバー犯罪の疑いで逮

捕された。この店員は、精算の際に提出されたクレジットカードの下 6桁(残りの桁はレシ

ートに記載)と CVVコードを記録した後に、機械を使って顧客の口座から少額を盗んだ。警

察によると 6 人の被害者が見つかっており、盗難額は合計約 1,000 ベラルーシルーブルだ

った。 

 

３ テロ・爆弾事件の発生状況  

9月25日、ベラルーシ内務省は、モギリョフ州ボブルイスク市の住人3名（27歳、30歳お

よび45歳）をテロ行為の容疑で逮捕したことを発表した。容疑者らは、8月から9月にかけ

て、ボブルイスク市内および郊外の鉄道駅周辺やたばこ売場に爆発物のような物を仕掛け、

市内の国内軍部隊の射撃場に放火した。容疑者らに対し余罪の取調べも行われている。 

 

４ 誘拐・脅迫事件の発生状況  

9月13日、ベラルーシ検察庁は、強盗、恐喝、誘拐の罪に問われている2名のミンスク市

民（27歳男、30歳男）に関する刑事事件を起訴したことを発表した。事件の資料によると、

1月28日、（この2名を含む）聴覚障害を持つ3名の容疑者グループは、ミンスク市内のガソ

リンスタンドにおいて聴覚障害を持つ男性1名を誘拐したとのこと。被害者は、連れ去られ

た市内のガレージで、金銭を要求され、暴行を加えられた。その後、被害者は土産物の売

買をさせられ、売上金の一部を強奪された。 

さらに1月30日から31日にかけての深夜にミンスク市内の聴覚障害を持つ別の男性1名を

誘拐し、同様の手口で金品を奪い、その後、売上金の一部を強奪するために土産物の売買

をさせた。容疑者グループのもう1人は、現在も捜査中とのこと。 

 

 

 



５ 日本企業の安全に関する諸問題  

なし。  

 

※上述の事案は全体の中の一部の情報です。定期的に報道などを確認し、自身の安全確保

に努めてください。 


